
    

食
之
事 

 

私
は
、
言
う
と
こ
ろ
の
グ
ル
メ
で

は
な
い
が
「
ど
う
せ
食
う
な
ら
旨
い

も
の
」
と
い
う
主
義
だ
。
し
か
し
、

粗
食
に
も
耐
え
ら
れ
る
。
粗
食
で
育

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
耐
え
ら
れ
る
」
と
い
う
の
は

少
々
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
、
味
が
よ

け
れ
ば
と
い
う
条
件
付
の
う
え
で

の
話
し
だ
。
粗
食
で
も
、
食
材
が
本

物
で
、
味
付
け
も
上
手
け
れ
ば
、
た

い
て
い
の
も
の
は
、
美
味
し
く
な

る
。 

 

と
こ
ろ
が
、

近
、
ど
う
も
日
本

人
の
味
覚
が
変
化
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
事
情
が

あ
っ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
外
食
が
多
い

の
だ
が
、
な
か
な
か
美
味
し
い
も
の 
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新緑が美しい季節となりました。

日ごとに鮮やかさを増す屋外展示

場ではさまざまな鳥の声が聞こえ

ます。 

 

 

耳をすませながら屋外展示場を散策してみませんか。「ケキョ、ケキョ、ケキ

ョ」（ウグイス）、「ピーチチチ」（キビタキ）、「ツーツーピー」（ヤマガラ）・・・木々

に隠れて姿は見えなくてもいろいろな声が聞こえます。なかでも「ケーン、ケ

ーン」という特徴のある声が聞こえたら、よ～くあたりを見まわしてみてくだ

さい。近くに雉（きじ）がいるかもしれませんよ。雄の雉は大型で赤・緑・水色

ととっても派手な色をしています。 

また、屋外展示場ではオキナグサ（翁草）、ウラシマソウ（浦島草）、マムシ

グサ（蝮草）などちょっと変わった山野草がもうすぐ見ごろです。いったい誰

が名付けたのか、それぞれ植物の特徴をとらえた名がつけられているもの

だと感心してしまいます。どんな植物なのかは、ぜひ自分の目で確かめてみ

てくださいね。（中面でも植物を紹介しています） 

企画展示室では、美術館が開館して１５周年になることと美術団体「エコー

ル・ド・エヌ」が盛岡で第５０回目の展覧会を開くことを記念して「岩手町か

らはじまった美術団体〈エコール・ド・エヌ〉草創期展」を開催しています（６月

１５日まで）。半世紀前にこの町で美術や音楽を愛する人たちがつくった団

体のことをぜひ、多くの方に知っていただきたいと思います。 
 

に
当
た
ら
な
い
の
だ
。
し
か
も
、
老 

舗
の
味
も
代
替
わ
り
し
て
、
味
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。 

私
は
鰻
が
好
き
で
、
久
し
ぶ
り
に

鰻
の
美
味
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
一
流
と
い
わ
れ
て
い
る
店
に
、
か

ば
焼
き
を
食
べ
に
行
っ
た
。「
鰻
重
」

を
頼
み
、
わ
く
わ
く
し
て
待
っ
て
い

た
ら
、
出
て
き
た
物
の
様
子
が
ど
う

も
お
か
し
い
。
香
り
が
違
う
の
で
あ

る
。
一
口
食
べ
て
み
る
と
、
焼
い
た

鰻
で
は
な
く
、
蒸
し
た
も
の
だ
っ

た
。
し
か
も
「
き
ら
ず
（
お
か
ら
）」

で
も
食
べ
て
い
る
よ
う
な
食
感
な

の
で
あ
る
。 

料
理
人
が
代
わ
っ
た
こ
と
が
、
そ

の
一
事
で
分
か
っ
た
。
私
は
寂
し

く
、
そ
の
店
を
後
に
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
間
も
な
く
、
牡
蠣
フ
ラ
イ
が
旨

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
老
舗
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
行
っ
た
。
十
年
ぶ
り
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ろ
う
か
。 

 

牡
蠣
フ
ラ
イ
定
食
を
頼
み
、
出
て

き
た
も
の
を
早
速
、
口
に
す
る
と
、

以
前
に
食
べ
た
も
の
と
、
味
も
食
感

も
ま
る
で
違
う
。
し
か
も
前
は
タ
ル

タ
ル
ソ
ー
ス
だ
っ
た
の
に
、
普
通
の

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。 

 

老
舗
の
本
物
の
味
が
、
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
、
私
は
い
ま

深
い
失
望
の
な
か
に
い
る
。
そ
ん
な

と
き
、
や
は
り
あ
る
老
舗
の
手
打
ち

蕎
麦
屋
に
食
べ
に
い
っ
た
。
こ
の
店

も
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

内
心
は
不
安
だ
っ
た
の
だ
が
、
出
て

き
た
も
の
は
、
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

味
も
変
わ
り
が
な
い
。
ホ
ッ
と
し
た

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
私
は
、
満

足
し
て
店
を
後
に
し
た
。
本
物
は
、

旨
い
の
で
あ
る
。 

 

（
芸
術
監
督
・
六
岡 

康
光
）

互 

石神の丘美術館開館１５周年記念／第 50 回記念エコール・ド・エヌ盛岡展 

岩手町からはじまった美術団体〈エコール・ド・エヌ〉草創期展 

会    期：2008 年 4 月 26 日(土)～6 月 15 日(日)  ※会期中無休 

開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

観覧料金：一般 300 円/大・高生 200 円/中学生以下無料 
  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

５/２５(日)10：00～16：00 

会場：道の駅・石神の丘 

イベント広場 
※雨天時は 6/1(日)に順延します

５月２５日(日)、道の駅イベント広場で

は、毎回好評のフリーマーケットを開

催します。ただいま出展者を募集し

ています。ご家庭に眠っている日用

品などを集め、この機会にお店を出

してみませんか。募集区画は３０区

画、出店料は１区画につき５００円で

す。詳しくは、道の駅石神の丘まで！ 

 

 
 

第 50 回記念 

エコール・ド・エヌ盛岡展 
会期：6 月 5 日（木）～12 日（木） 

※９日(月)休館 【入場無料】 

会場：盛岡市民文化ホール・展示ホール

（マリオス 4Ｆ）℡/019-621-5100 

主催：エコール・ド・エヌ 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

 

石神の丘美術館 開館 15 周年記念/第 50 回記念エコール・ド・エヌ盛岡展

岩手町からはじまった美術団体 

〈エコール・ド・エヌ〉草創期展 
会期：２００８年４月２６日（土）～６月１５日（日）  ※会期中休館日なし 

観覧料：一般３００円/大・高生２００円/中学生以下無料  ※屋外観覧含む 

 

ギャラリーコンサート 

石神の丘 

スプリングコンサート 
毎年の恒例となった 

松岡淳さん（ピアノ）と 

「吹奏楽基礎講習会」講師陣による 

アットホームなコンサートです 

日  時：５月１７日[土]  

    午後５時３０分開演 [5 時開場] 

会  場：石神の丘美術館ホール 

入場券：一般 １，５００円 
（高校生以上） 

中学生以下無料  

全席自由／２時間程度 

 

レストラン石神の丘 

増築工事のお知らせ 

レストラン石神の丘では、より多くの

お客様に快適な空間で地元の食材

をたっぷり使った食事を楽しんでいた

だくため、只今増築工事を行っていま

す。それにともない、美術館前の「南

の広場」は７月中旬までご利用いただ

けません。ご理解とご協力をお願いい

たします。 

リニューアルしたレストラン・石神の

丘は、７月下旬より営業予定です。ど

うぞご期待ください。 

休業期間（予定）：６月下旬～７月上旬 

関連行事 

思い出の音を聴く 

レコード鑑賞会   

美術館ホールでは、会期中の土・

日・祝 午後２時から、草創期の会

員たちが好んで聞いていたシャン

ソン等のレコードをかけています。

上記期間以外でもリクエストがあ

れば、お聞かせしますので、受付

へ申し出ください。 

岩手町立石神の丘美術館は、１９９３年７月

に開館し、今年で開館１５周年を迎えます。

また、岩手町からはじまった美術団体〈エコ

ール・ド・エヌ〉は第５０回記念盛岡展を今年

６月に開催します。この記念の年にあわせ、

石神の丘美術館では、団体の創立から第１

回盛岡展開催頃までの会員を中心に当時

の作品や資料を紹介します。 

美術団体「エコール・ド・エヌ」は、ようやく

戦後の復興の兆しが見え始めた１９５７(S３２)

年、岩手町・沼宮内で地元の画家・齋藤忠

誠のもとに美術を愛好する町民や岩手町

へ赴任した教師たちが集い誕生した団体

です。「エコール・ド・エヌ」という名称は、１９２

０年代にパリで花開いた「エコール・ド・パリ」

にあやかったもので、「エヌ」は沼宮内

（Numakunai）、北(Nord)等を意味しています。 

なお、団体の現在を伝える展覧会が下

記の日程で開催されますので、併せてご覧

いただければ幸いです。 

 

1962(昭和３７)年 

「第１回エコール・ド・エヌ盛岡展」  

会場／川徳デパート    

〈後列左から〉嶋屋 征一／齋藤 孝三

／及川 久／福川 博喜／齋藤 忠誠 

〈前列左から〉海野 経／稲村 健二／

柳沢 洋四郎／高橋 昭治 

 

 

 

「うずのしゅげ」を知っていますか？

 

 

 

 

屋外展示場にひっそりと咲く「オキナ

グサ（翁草）」は全体を白い毛におおわ

れたような姿をしています。また、花が

終った後にできる種子も長い毛におお

われています。この様子をおじいさん

のヒゲにたとえ「翁草」と名付けられま

した。宮沢賢治の同名の童話にも「う

ずのしゅげ」の名で登場します。「うず」

とはおじいさん、「しゅげ」はヒゲを意味

しています。


